
◎ オンライン帳票名・出力先プリンタ名取得サブ  

 

※処理概要 

出力先プリンタ割り当て情報変更に伴い、職員毎にオンラインの出力帳票を決定する。 

 

 ・処理区分 １：オンライン帳票名取得 

独自開発プログラムのある帳票について、職員毎の帳票名を取得する。 

対象の帳票名が登録されていない場合は、標準で登録されている標準プログラム名か

独自開発プログラム名を取得する。 

 

 ・処理区分 ２：出力先プリンタ名取得 

職員毎のオンライン帳票の出力先システム管理を取得する。 

登録されていない場合は、標準で登録されている出力先システム管理を取得する。 

※  それぞれ、入外区分によって、外来か入院かを判定して取得する。 

 

  ＣＡＬＬ ‘ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ’      ＵＳＩＮＧ 

                                       ＯＲＣＳＰＲＴＮＵＭＡＲＥＡ 

                                       ＳＰＡ－ＡＲＥＡ 

                                       ＳＹＳＫＡＮＲＩ－ＲＥＣ 

    ☆ＳＹＳＫＡＮＲＩ－ＲＥＣ は ＳＹＳ－１０３１－ＲＥＣ または 

                                  ＳＹＳ－１０３２－ＲＥＣ または 

                                  ＳＹＳ－１０３４－ＲＥＣ または 

                                  ＳＹＳ－１０３５－ＲＥＣ  の指定ができる。 

 

 

※コピー句 

    ＣＰＯＲＣＳＰＲＴＮＭ．ＩＮＣ 

 

 

※引数内容 

 

・入力内容 

  １．処理フラグ   ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ－ＫＢＮ          Ｘ（１） 

               １：オンライン帳票名取得 

               ２：出力先プリンタ名取得 

    ２．標準帳票区分名    ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ－ＫＢＮＣＤ   Ｘ（０８） 



                処理区分：１の時のみ必須。対象の帳票区分を編集する 

                ＥＸ．処方せん ‘０００００００２’ 

      ３．基準日           ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ－ＳＲＹＹＭＤ  Ｘ（０８） 

                対象の日がシステム日付以外の場合設定する。 

                空白の場合、システム日付を基準日とする。 

      ４．入外区分         ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ－ＮＹＵＧＡＩＫＢＮ Ｘ（０１） 

                ‘１’入院、‘２’外来 とする。 

                 空白の場合、ＳＰＡ－ＮＹＵＧＡＩＫＢＮ より判定する。 

    ４．共通ＳＰＡ領域    ＳＰＡ－ＡＲＥＡ 

              必須項目   医療機関ＩＤ  ＳＰＡ－ＨＯＳＰＩＤ 

                         職員コード    ＳＰＡ－ＳＴＡＦＣＤ 

                         入外区分      ＳＰＡ－ＮＹＵＧＡＩＫＢＮ 

                上記、２つはオンラインで設定済み。 

                        入外区分はパラメタの入外区分が未設定の場合必須。 

 

  ・出力内容 

１．帳票名            ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ－ＰＲＴＰＧ   Ｘ（２０） 

               処理区分が １ の時のみ、対象の帳票名 

      ２．出力先プリンタ名   ＳＹＳＫＡＮＲＩ－ＲＥＣ 

               処理区分が ２ の時のみ、 

               対象の出力先プリンタ名のシステム管理レコード 

      ３．復帰コード       ＯＲＣＳＰＲＴＮＭ－ＲＣ         ９（０２） 

                ００：正常終了 

                １０：対象なし 

                  ９９：パラメタエラー 

 


